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「認知症」は，２００４年に「痴呆」から替わる呼称として世間に紹介され，一般の人々にも予想以上に広く浸
透された呼称となっています。広く浸透した理由の一つに，「痴呆」という呼称のネガティブな印象があった
ように思います。「痴呆」の「痴」，「呆」は，「痴」は「おろか」，「くるう」という意味であり，「呆」は「ぼ
んやり」，「魂の抜けた」という意味があります。そこから導かれる文字のイメージは，少なからず軽蔑，蔑視
したものでした。明治５年の「医語類聚」では認知症は「狂ノ一種」と記載されており，明治の末期に，我が
国の精神医学の権威であった呉秀三氏が「狂」の文字を嫌い，「痴呆」を提唱し，それが徐々に一般化して
いった経緯があります。認知症の病態背景は現在と大きな違いは無いにもかかわらず，その呼称は，その時代
の「認知症」の捉え方によって大きく変遷してきたことが推察されます。つまり一連の変遷は，認知症の病態
解明とそれに対する周囲の理解とともにあったと言い換えることが出来ます。

「口は健康を維持する栄養面だけでなく，楽しく，さらに人とのコミュニケーションに必要な会話や感情表
現を演出する役割もあり，特に高齢期において日常生活のなかで重要な位置付けとなっています。要介護高齢
者の方への，口腔ケア，食支援（摂食・嚥下リハビリテーション）はここ２０数年で目覚ましい進歩を遂げまし
た。口腔ケアによる誤嚥性肺炎予防，摂食・嚥下機能の状態に合わせた様々な食形態の開発など多くの進歩が
ありました。しかし，認知症の方の「口」を取り巻く環境に，これらの恩恵が効果的に届いない印象を受けま
す。その大きな原因の一つに，ケア提供者の「認知症への理解不足」があるように感じます。

一方で認知症高齢者の数は増加し平成２５年度の厚労省研究班から４６５万人との報告もなされており，今後さ
らに増加します。こういった現状を踏まえ，当日は認知症の方々への支援について会場の皆様と考えていきた
いと思います。
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